
主目的 6 29 3

副目的

款 項 目 大 中

○

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

63,000

費用合計

0.10

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.10

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

地域産業の活性化を図る事業、中小企業相談所の運営費および中小企業者への助成
をした。
平成２２年度決算
・中小企業相談所運営費補助金　　15,000千円
・中小企業設備近代化助成金　　　20,697千円
・ＩＳＯ認証取得助成金　　　　　 1,181千円

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

市内企業と市民の交流を促進し、地域産業の活性化を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 2

産業振興

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

商工業

7

名称：　　　　

中小企業相談所運営費、産業活性化事業、中小企業設備近代化、ＩＳＯ認証取得

2 1

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

産業活性化事業

069

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

市民産業部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

55,582

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

55,582

63,536

74.6

47,458

その他財源

46,922

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.10

47,458

0

0

担当係

事業類型

既存商工業の近代化・高度化を推進する

一般会計

地域住民組織

536536 536

Ｈ22決算額

55,046

0

63,536

0.00

対前年比

商工課

商工労政係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 平成22年度のＩＳＯ認証取得助成申請件数が目標を大きく下回っているため。

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

・現在の経済状況の下で、設備投資を行う企業は減少しているが、それでも市の助成が
あることで設備投資をし、積極的な経済活動を進める企業があるので、事業廃止しては
地域産業が停滞すると思われる。
・ＩＳＯ認証取得の助成についても同様な事が考えられる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

・平成23年度は、新たに中小事業者がより取組易い「エコアクション２１」の認証取得に
対しても補助を行い、中小事業者の環境への取組みを積極的に支援していく。

・ＩＳＯ認証取得助成申請件数の減少に対する取組みとして、ＩＳＯ認証取得に比べ、中
小事業者向けである「エコアクション２１」の認証取得に対し補助を行い、より多くの中小
事業者の環境への取組みを支援するため。

中小企業設備近代化助成金申請
件数

ＩＳＯ認証取得助成申請件数

事業目的の
達成状況

・一昨年の経済情勢の悪化以来、企業の設備投資に停滞が見られ、助成金の申請件数
は減っている。
・ＩＳＯ認証取得については、平成22年度の申請件数が目標に大きく届かなかったもの
の、累計件数は、目標を達成している。

100

52

ＩＳＯ認証取得助成助成件数(累
計)

件
140

162

20 20

100

業
　
　
　
　
績

件
成
果
指
標

中小企業設備近代化助成金助成
件数

活
動
指
標

活動指標名

H21

165

58

13

100

170160

100

10

H23

100

H22

H23H22

100

3

5852

判　　　定

H21

件

件
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